
福井県衛生環境研究センター活動報告 概要 

 
取材題名 快適山歩きへ ヒル・ダニ予防 ―小さな敵注意― 

取材先 福井新聞 
担当 石畝 史（保健衛生部） 

取材場所 衛生環境研究センター 

掲載日時 平成２４年５月１５日（火） 

概要 【質問】これから野山へ行く機会が多くなることから、マダニに刺される

ことにより感染する病気とマダニの刺傷に対する予防法を教えてほしい。

【回答】 

１ 注意すべき疾患 

①紅斑熱群リケッチア症 

病原体はリケッチア・ヘルベチカ。2004 年に荒島岳を登山した県内の男

性が国内で初めて発症した。症状は、高熱、刺し口とともに紅斑が手掌や

足底などに見られた。媒介するマダニはヒトツトゲマダニで、リケッチア・

ヘルベチカを保有するヒトツトゲマダニは県内では経ヶ岳、荒島岳、冠山、

百里ヶ岳で確認されている。類似した疾患として、西日本を中心に発生し

ている日本紅斑熱（病原体はリケッチア・ジャポニカ）があるが、県内で

は発生していない。 

②ライム病 

病原体はわが国ではボレリア・ガリニーおよびボレリア・アフゼリー。県

内では患者は確認されていないが、北海道や長野県で多くの報告がある。

症状は風邪様症状、刺し口、紅斑（同心円状に広がる）が特徴である。媒

介するマダニはシュルツェマダニで、病原体を有するシュルツェマダニは

県内では、経ヶ岳、刈込池、荒島岳、部子山で確認されている。 

２ 予防法 

①ズボンや服の裾を開けたままにしないこと。 

②草むらに横になったり、座らないこと・ 

③防虫スプレー（忌避剤）の使用。 

④帰宅後入浴し、マダニに刺されていないか確認すること（刺されても、

痛みや痒みを感じないことが多い）。 

⑤マダニに刺されたら、医療機関で除去してもらった方が望ましい。 

 
 

 


